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学校（当時。現在では 3 校を特別支援学校と総称）又は社会福祉施設で 7 日間行う，と定
められている（介護等体験特例法施行規則）。留意事項で， 7 日間の内訳については，社























































































































問 1  受講前，特別支援学校の内容について知っていましたか？　
4 　良く知っていた 1 （2.0％）
3 　少し知っていた 30 （58.8％）
2 　あまり知らなかった 17 （33.3％）













4 　大変理解できた 31 （60.8％）
3 　少し理解できた 20 （39.2％）
2 　あまり理解できなかった 0 （0％）
1 　全く理解できなかった 0 （0％）









4 　全く不安がなかった 0 （0％）
3 　あまり不安がなかった 4 （7.8％）
2 　少し不安があった 28 （54.9％）
1 　すごく不安があった 19 （37.3％）








  人権への配慮・服装・身だしなみ（イアリング・ペンダントなどの光物がだめな理由） 






 特別支援学校における介護等体験の事前講義が終わった後にすぐアンケートをとる。          
問１ 受講前、特別支援学校の内容について知っていましたか？  
４ 良く知っていた      1（2.0％） 
３ 少し知っていた     30（58.8％） 
２ あまり知らなかった   17（33.3％） 









４ 大変 った   31 60 8％  
３ 少し理解できた     20（39.2％  
２ あまり理解できなかった  0（0％） 




































 特別支援学校における介護等体験の事前講義が終わった後にすぐアンケートをとる。          
問１ 受講前、特別支援学校の内容について知っていましたか？  
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問３ この講義を受講前は、介護等体験についてどのように感じていましたか？  
４     0（0％） 
３    4 7.8  
２     28 54.9％） 
１    19 37.3％） 








問４ この講義を受講後は、介護等体験についてどのように感じますか？   
４ 全く不安がない      1（1.9％） 
３ あまり不安がない    21（41.2％） 
２ 少し不安がある     26（51.0％） 



































問３＼問４ 1 2 3 4
1 0 15 4 0
2 3 10 15 0
3 0 1 2 1








4 　全く不安がない 1 （1.9％）
3 　あまり不安がない 21 （41.2％）
2 　少し不安がある 26 （51.0％）
1 　すごく不安がある  3 （5.9％）














ている。具体的には，問 3 で 2 と答えた人は 3 人がより不安が増し，10人は変化がなく，
15人が不安が減少したことを示している。よって，全体では，不安が減少した人は35人，








問３ この講義を受講前は、介護等体験についてどのように感じていましたか？  
４ 全く不安がなかった    0（0％） 
３ あまり不安がなかった   4（7.8％） 
２ 少し不安があった    28（54.9％） 









問４ この講義を受講後は、介護等体験についてどのように感じますか？   
４ 全く不安がない      1（1.9％） 
３ あまり不安がない    21（41.2％） 
２ 少し不安がある     26（51.0％） 



































問３＼問４ 1 2 3 4
1 0 15 4 0
2 3 10 15 0
3 0 1 2 1
4 0 0 0 0
表１　問３と問４の分布　
特別支援学校に介護等体験に行くことについて 
問３ この講義を受講前は、介護等体験についてどのように感じてい   
４ 全く不安がなかった    0（0％） 
３ あまり不安がなかった   4（7.8％） 
２ 少し不安があった    28（54.9％） 









問４ この講義を受講後は、介護等体験についてどのように感じますか？   
４ 全く不安がない      1（1.9％） 
３ あまり不安がない    21（41.2％） 
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問３＼問４ 1 2 3 4
1 0 15 4 0
2 3 10 15 0
3 0 1 2 1
4 0 0 0 0
表１　問３と問４の分布　
表 1　問 3と問 4の分布
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には，私達の当たり前も通用しないし，とても苦しい状況の中で生きているんだと思え
ました。少しでも障害のある子どもたちが楽しいと思える毎日が過ごせるようになって
共に生きる社会がもっと過ごしやすい社会になれば良いと思いました。
・ 自閉症の症状など今まで知らなかったので，よくわかりました。私のように知らない人
がたくさんいると思うので，もっと世の中の人に知ってもらうことが大切だと思いまし
た。障害のある子どもの保護者がもっとストレスなく生活できる理解のある社会になっ
て欲しいと思いました。
・ たくさんの知識や実際のビデオを見せてもらえて，今までより理解が深まったし，その
子の目線だったり，どんな感じで聞こえているのかなど，全く分からなかったので，ビ
デオだけど少しでも感じ取れて良かったと思った。自立さすことを第一に考えて，その
子のことをよく見ることも大切だなと思った。このことを心において，介護体験に臨み
たいと思う。
・ 実際に特別支援学校にいた方に話を聞くことができたのはすごく貴重な体験だと思う
し，介護体験に行く前にいろいろな知識を増すことができたのは良かったと思います。
何でもすぐに助けてあげるのがいいのではなく，その子のことを思って自立させるため
に少し厳しくするという意図があるという先生のことを理解して，自分も周りの状況を
よく見て，先生の言うことを聞くことが一番大切なことなんだとよく理解できました。
ビデオを見ながら解説してくれたのがすごく分かりやすく聞きやすかった。
・ キラキラ光るものに興味があるというのを初めて知った。普通の音声と自閉症の子の音
声イメージがこんなにも違うことがわかった。「～しない」ではなく「～しよう」と言っ
てあげる。小さな声で。できたらほめてあげる。今回は実習であるが，母親になった時
にどのようにすればいいのか今から知っておいた方が良いなと思った。
・ ビデオを見てより深く理解をすることができた。自閉症の子に対しての対応は不安で特
別支援学校へ行くのも不安ばかりしかありません。ですが，今日ビデオを見て，絵がつ
いたカードを使うことで自閉症の子にわかってもらえるんだなと思い，だんだん可愛く
見えてきました。介護等体験頑張ります。
・ すごい繊細な子ども達に対してどうしたらいいかがよく理解できた。事前学習は大切で
ある。ナオキさんのビデオはすごく心に響いた。
・ 何でもやってあげようと思うことが，子どもにとって良くないことを知りました。子ど
もが社会に出て生きていく力をつけていくことがどれほど大変なことなのかも伝わって
きました。
・ 自閉症についてのビデオを見たのでよく理解できました。会話が成り立たなかったり，
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反応がなかったり，落ち着きがなかったり，気になるものだけが見えたり･･･。でも，
早いうちからトレーニングすることによって買い物に行けるようになったり，少し落ち
着いていられるようになることも知りました。「自閉症の僕が跳びはねる理由」という
本を読んでもっと知りたいなと思いました。読んでもっと障害のことを知り実習で活か
していきたい。
　これらの感想は，一部を抜粋したものである。わずか90分の講義であったが，特別支援
学校での教育について理解が深められ，障害の特性も理解し，対応方法も一応理解し実習
に臨むことができる。また，自閉症児の特性を理解することで，その子の母親の苦労も理
解しまさに共生社会への理解が進んでいる。そして，特別支援学校の教育の目的が児童生
徒の自立を目指した教育であるということも理解している。
　事前講義をせずに，介護等体験に行くと，かわいそうだからという理由で何にでも手を
貸し，それが支援だと勘違いする場合が多い。
3 ．考察
　2007年から特別支援教育が始まっている。その理念として，障害の種別に関わらず全て
の児童生徒に対して，地域の通常学校でインクルーシブな共生教育を進めていくこととさ
れている。そのため，一般の通常学級や学校でも障害のある児童生徒が多く入級・入学す
るようになってきた。このことは，特別支援教育の免許を保持しない教員も障害のある児
童生徒の支援をしなければならないことを意味している。その意味でも，特別支援学校に
おける介護等体験は見直すべきである。
　介護等体験が制定された当時は，「心の痛みがわかる人づくり」という教育の資質向上
が目的にされ，特別支援学校における介護等体験は，体験教育効果があることは判明した。
しかし，インクルーシブ共生教育が推進されている現在では，特別支援学校における介護
等体験は，特別支援教育を理解する絶好の実習体験である。
　介護等体験後，児童生徒が少し退行し，駄々を言い自分で衣服の脱着をしなくなる場面
を何度か目撃した経験から，介護等体験をした学生は特別支援教育を間違って認識したの
ではないかと心配していた。開放制養成大学では，今まではカリキュラムで特別支援学校
における介護等体験について特別に講義する時間がなかった。今後は特別支援教育に関す
る授業の中で特別支援学校における介護等体験の講義をすることができる。
　特別支援教育の介護等体験を実習体験と位置付け，実習に必要な最低限の知識や技能を
教授すると，アンケートや感想から，たった 1 コマの講義でも不安を減少させ，特別支援
教育の意義や目的を理解していることがわかる。特別支援教育を推進することを考えた時，
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体験だけでなく，実習的要素を取り入れることでさらに教育効果を得ることができる。
　今後は特別支援教育に関する授業で，介護等体験の事前講義をすることが望まれる。
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